
















































このようにして顕在化 してきた過程 は人 々の
雪に対する認識を変え、一般には、雪は排除すべ
きもの、すなわち雪は降ること自イ本が問題である
かのように認識されることが多い。これは、雪を
技術的に処理することのみが雪対策の課題とされ
る傾向にも現われている。
雪は、道切な対策がとられないとき、生活その
他に支障をきたすことは当然であって、積雪地に
おける生活の向上にとって雪対策は不可欠である。
この意味で雪は大きな問と頁である。だからといっ
て、雪は排除すべき対象、克服すべき対象なので
あろうか。
積雪ナ也における伝統的な対応の仕方は、雪に抵
抗するのではなく、それを前提として、産業と生
活、それに空間の全てにわたって調和的に対応 し
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